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　コロナからの脱却が始まりつつある昨今、皆様
はいかがお過ごしでしょうか？日常が取り戻され
つつあることを感じつつ、それでも元に戻るには
“数年の月日がかかるであろう” と私は考えてい
ます。過去にインフルエンザや結核といった強い
感染力と病原性をもつ感染症に打ち勝ってきたよ
うに、時間がかかったとしても、今回も人間は打
ち勝っていくのでしょう。
　さて、この場を借りて、開業後のご報告をさせ
ていただきます。コロナ真っただ中の昨年 4 月
に岩国市に開業して以来、ゆっくりとですが、地
域の人に喜んでいただけるような眼科クリニック

になってきていることを実感しております。駅前
立地、内科併設なども喜んでいただける要因かと
思いますが、手術治療を主体にした治療内容も評
価されてきているようです。在京時代は白内障、
緑内障、網膜硝子体などの手術治療を専門としつ
つ、全国から来訪される患者様の治療を行ってお
り、開業後はそういった難症例の治療にあたるこ
とはなくなるのだろうと思っていました。うれし
い誤算ですが、この 1 年で難症例となる眼球破
裂や眼内炎、増殖硝子体網膜症なども執刀する機
会があり、引き続き腕を磨いていかなければいけ
ないな、と感じております。

コロナ下での開業初年度末をむかえて

　　岩国市医師会　ふじもと眼科クリニック
 　　　　　　　　　　　　　　藤本　隆志
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　また、眼は感覚臓器であり、外界からの情報の
8 割近くを占めるという説もあります。視覚の質

（QOV：Quality of vision）を追求する姿勢は、眼
科手術において必須と考えています。乱視矯正眼
内レンズなど、患者様負担が増えない治療を積極
的に導入しており、ご紹介くださる先生方に喜ん
でいただけるよう、こういったプラスαとなる部
分に関しても妥協のない取り組みを続けたいと思
います。
　クリニックスタッフの教育は思うようにはいか
ない部分など、まだまだ試行錯誤している部分が
ありますが、引き続き “より良い” 医療を目指し
てスタッフ一同邁進していきたいと考えておりま
す（目下の目標は、スタッフの英会話レッスンで
す！）。

　転居などで山口県東部の眼科治療が必要になる
患者様がいましたら、先生方の紹介先の一つとし
て考えていただけると幸いです。
　マスク解禁が話題にのぼってくる近況となっ
てきましたが、コロナの影響はまだまだ続くと思
われます。当たり前のように楽しむことができた
日々を懐かしく思いつつ、またそのような日々に
戻ってくれることを期待してやみません。
　今後とも、ふじもと眼科クリニックをどうぞよ
ろしくお願いいたします。
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